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核兵器の強大な破壊力と恐怖（報復能力）に国家の安全を依存 

 核抑止論における最大の矛盾は、「核兵器

による惨禍を二度と起こさないために廃絶

を目指す」としながら、「その目的を達成す

る手段として、核兵器の強大な破壊力と恐

怖（報復能力）に国家の安全を依存し続けて

いる」という論理的なジレンマにあります。

核抑止は「相手が理性的で、報復を恐れて攻

撃を思いとどまる」ことを前提としていま

す。 

 

しかし、偶発的な使用： システムの誤作

動や人的トラブル、サイバー攻撃などによ

る誤発射。 

非合理的な判断： 恐怖による抑止が効かな

い指導者やテロ組織の存在もあります。核

抑止論は現実の安全保障政策として機能し

ているとされる一方で、その根本的な矛盾

やリスクから、核兵器禁止条約 の推進国を

中心に「核軍縮の進展を妨げるもの」として

厳しく批判されています。 

 

「抑止力って？」、「威嚇」と「恐怖」 
こちらが武器を増やして威嚇すれば、相手も負けまいと武器を増やす。恐怖 vs 恐怖。軍事 

vs 軍事のエスカレーション。何かの拍子にその“恐怖のバランス”が崩れたら・・・・ 
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